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今
年
で
創
立
70
期
を
迎
え
る
ア

ル
プ
ス
電
気
株
式
会
社
は
、
日
本

を
核
に
、
世
界
各
国
（
地
域
）
で
電

子
機
器
の
開
発
、
生
産
、
販
売
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

古
川
工
場
は
昭
和
39
年
に
稼
働

し
、
古
川
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
国
内

７
カ
所
の
工
場
の
中
で
も
特
に
技

術
部
門
が
集
結
し
た
一
大
拠
点
と

し
て
、
開
発
、
生
産
の
一
貫
体
制
で

「
価
値
あ
る
製
品
」
の
創
出
を
支
え

て
い
ま
す
。
車
載
用
部
品
と
ス
イ
ッ

チ
類
を
主
製
品
と
し
て
、
わ
た
し
た

ち
の
日
常
生
活
で
身
近
な
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
の
電
子
部

品
な
ど
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
で
の
売
り
上
げ
が
多
く
、

国
内
外
問
わ
ず
実
力
を
発
揮
で
き

る
人
財
を
育
成
し
よ
う
と
、
海
外

現
地
法
人
な
ど
に
社
員
を
派
遣

し
、
実
務
、
実
習
を
通
じ
て
学
ぶ

「
海
外
ト
レ
ー
ニ
ー
制
度
」
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
働
き
方
改
革
の
一
環
と

し
て
、
部
署
ご
と
に
業
務
量
の
統

計
を
と
る
な
ど
、
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
へ
の
改
善
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

入
社
6
年
目
に
な
る
礒い

そ
べ
り
ょ
う

部
良

さ
ん
は
開
発
セ
ン
タ
ー
の
Ｍ
5
技

術
部
に
所
属
。
自
動
車
向
け
の
リ

モ
コ
ン（
キ
ー
レ
ス
エ
ン
ト
リ
ー
）

や
シ
ス
テ
ム
の
設
計
を
す
る
部
署

で
、
主
に
ス
イ
ッ
チ
と
車
載
用
部

品
の
電
気
回
路
の
設
計
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

製
品
は
顧
客
提
案
か
ら
始
ま

り
、
試
作
・
評
価
を
繰
り
返
し
、
量

産
ま
で
に
は
3
～
5
年
も
の
期
間

が
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

担
当
す
る
製
品
の
回
路
図
を
描

き
、
基
盤
と
し
て
仕
上
げ
て
い
き

ま
す
が
、
顧
客
の
要
求
に
応
え
る

た
め
日
々
勉
強
で
あ
る
と
語
り
ま

す
。
納
期
が
厳
し
い
場
面
で
も
部

署
を
越
え
た
協
力
に
よ
っ
て
納
品

で
き
た
時
は
、
よ
り
達
成
感
を
味

わ
え
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
は「
新
し
い
製
品
に
取
り

組
み
、
自
分
ら
し
さ
が
発
揮
で
き

る
仕
事
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。ま

た
、
海
外
で
の
経
験
を
積
み
な
が

ら
、
自
身
が
成
長
で
き
る
環
境
に

身
を
置
き
、意
思
を
持
っ
て
仕
事
を

し
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
社
5
年
目
の
山
下
絢あ

や

こ子
さ
ん

わがまち

企業訪問
市内の優れた企業を

紹介します

は
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
技
術
部
に
所

属
。
カ
ー
エ
ア
コ
ン
や
パ
ワ
ー
ウ

イ
ン
ド
ウ
ス
イ
ッ
チ
な
ど
、
車
載

用
部
品
の
組
み
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
あ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
企

業
を
見
て
ま
わ
り
、
女
性
技
術
者

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
女
性
の
活
躍

に
力
を
入
れ
て
い
る
ア
ル
プ
ス
電

気
に
興
味
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
は
さ
ま

ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
用
い
て
作
り
込

ん
で
い
き
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
知
識
の
習

得
、
設
計
の
技
術
力
を
向
上
し
た

い
と
話
し
ま
す
。

　

時
に
は
複
数
車
種
の
製
品
を
並

行
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
納
期
に
合
わ
せ
る
た
め
大
変

な
時
期
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、「
仕

事
の
幅
を
広
げ
る
た
め
英
語
を
学

ぶ
こ
と
、
他
部
署
の
仕
事
や
製
品

開
発
に
も
携
わ
り
た
い
」
と
意
欲

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
一
か

ら
作
り
上
げ
る
こ
と
に
仕
事
の
や

り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
次
期
モ
デ

ル
を
手
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

約
４
万
種
類
の
電
子
部
品
を
開

発
・
製
造
、
販
売
す
る
ア
ル
プ
ス
電

気
。
そ
こ
に
は
確
か
な
技
術
、
そ
し

て
豊
か
な
環
境
と
人
財
が
あ
り
、

日
々
「
美
し
い
電
子
部
品
」
が
生
み

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
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地
ま ち

域づくりファイル

地域一体で課題に向き合うことが出発点

　少子高齢化に伴う若者のコミュニティ参加不足、

空き家の増加などの課題は、多くの地域が直面して

います。時代とライフスタイルの変化とともに、地

域包括ケアの仕組みづくりや、地域づくりの変革が

求められてきています。

　高倉地区振興

協議会では、そう

いった課題に対

し危機感を募ら

せる中で、さま

ざまな立場や世

代の住民から率

直な意見を聞き、

高倉地区流の解決策を見いだそうと、ワークショッ

プが行われています。

　12月、1回目の開催日はあいにくの雪模様。参加者

不足が危ぶまれましたが、開始時刻の19時には、平

日にもかかわらず、20代～60代の60人を超える住

民で会場はいっぱいとなりました。地域をより良く

しようという住民の一体感や関心の高さは、他に誇

れる特色であり、普段から住民間の交流が盛んであ

る証拠かもしれません。

　ワークショップでは、それぞれに地域の良いとこ

ろ、困っているところなどの意見を出し合い、世代

を超えた活発な話し合いとなりました。このワーク

ショップは2月に最終回が行われ、今後の地域づく

りの出発点となります。

自慢の響きは全国へ！伝統芸能の継承

　高倉地区には、「矢
や の め

目踊り」と「高倉蘖
ひこばえ

太鼓」、2つ

の伝統芸能が受け継がれています。

　特に、高倉蘖太鼓は、約30年前に住民の交流を深

めようと始まった事業で、地域を代表する伝統芸能

で す。地 域 行 事

をはじめ、市内外

のさまざまな催

しで披露される

迫力の演奏は、日

本太鼓ジュニア

コンクール（主催：

公財 日本太鼓財

団）全国大会に4年連続出場を果たすほどの腕前で

す。そのレベルの高さは、演奏を楽しみにしている

地域住民の応援が支えています。

地域の交流が景観美や賑わいを作り出す

　高倉地区を南北に走る県道158号坂本古川線は、

古川・加美・仙台方面に行き交う車で交通量が多い

通りです。通行人

の心の癒しと景

観美のため行わ

れている「花いっ

ぱい運動」は、そ

の「思いやり」が

評価され、昨年、

「みやぎ花のある

まちコンクール」で審査員特別賞を受賞しました。

　また、振興協議会が主催する「高倉まつり」は、地

区の一大イベントとして毎年賑わいをみせます。昨

年11月の開催時には400人の住民が集まり、伝統芸

能の演舞やチャリティーバザーなどで交流を深め

ました。

　振興協議会の髙橋靖明会長は、「地域課題は多く、

住民のよりどころが地区公民館のみになる日がく

るかもしれない。地域行事やワークショップでの交

流を通じて、よりよい将来像を描いていきたい」と

今後の抱負を話してくれました。

　大崎市流地域自治組織による、地域や地区の特性を生かした個性あふれる地域づく

りを紹介します。

 古川地域　高倉地区振興協議会

高倉地区の「これから」を考えるワークショップ　始動中！

▲話し合いからどのような取り組みが生
まれるか。これからが楽しみです

▲小学生から80歳まで総勢60人で、

3000本の花を沿道に植えつけます。

▲高倉まつりで披露された高倉蘖太

鼓。見事な演舞で会場を魅了しました。


